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平
成
28
年 

熊
本
地
震

そ
の
と
き
何
が
起
こ
っ
た
か
？

そ
の
と
き
市
は…

４
月
14
日
㈭

午
後
９
時
26
分
　地
震
発
生
（
大
分
市

震
度
３
）

午
後
11
時
１
分
　大
分
市
消
防
局
か
ら

緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
熊
本
県
へ

出
発

４
月
15
日
㈮

午
前
６
時
20
分
　緊
急
消
防
援
助
隊
大

分
県
大
隊
が
上
益
城
郡
益
城
町
惣

領
、
古
閑
に
て
倒
壊
家
屋
の
救
助
活

動
実
施
。
要
救
助
者
２
人
を
救
出
、

負
傷
者
３
人
を
救
急
搬
送

午
後
５
時
10
分
　熊
本
県
に
派
遣
さ
れ

た
大
分
市
水
道
局
が
熊
本
市
の
龍
田

小
学
校
、
弓
削
小
学
校
で
水
の
配
布

４
月
16
日
㈯

午
前
１
時
25
分
　地
震
発
生
（
大
分
市

震
度
５
弱
）
　大
分
市
災
害
警
戒
本

部
設
置

午
前
２
時
50
分
　大
分
市
災
害
対
策
本

部
設
置
お
よ
び
第
１
回
大
分
市
災
害

対
策
本
部
会
議
（
大
分
県
中
部
振
興

局
、
大
分
中
央
警
察
署
、
国
土
交
通

省
大
分
河
川
国
道
事
務
所
、
自
衛
隊

大
分
地
方
協
力
本
部
、
陸
上
自
衛
隊

第
41
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
が
参

加
）
開
催
。
被
害
状
況
の
確
認
お
よ

び
市
内
１
１
５
か
所
に
避
難
所
を
開

設
。
以
後
、
午
前
６
時
に
第
２
回
、

９
時
に
第
３
回
、
午
後
３
時
に
第
４

回
大
分
市
災
害
対
策
本
部
会
議
を
開

催
。
屋
外
広
告
物
の
安
全
確
認
、
道

路・河
川
等
危
険
箇
所
の
安
全
点
検
、

耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
公
共

施
設
の
使
用
自
粛
、
代
替
施
設
の
配

置
等
を
実
施

午
前
６
時
30
分
〜
　大
分
市
水
道
局
が

熊
本
市
の
託
麻
西
小
学
校
、
熊
本
中

央
病
院
で
水
の
配
布

午
後
１
時
30
分
　大
分
市
水
道
局
が
竹

田
市
直
入
支
所
で
水
の
配
布

午
後
７
時
40
分
　熊
本
県
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
緊
急
消
防
援
助
隊
大
分
県
大

隊
が
大
分
県
内
の
災
害
対
応
に
備
え

る
た
め
帰
隊

４
月
17
日
㈰

午
前
８
時
　第
５
回
大
分
市
災
害
対
策

本
部
会
議

午
前
９
時
30
分
　大
分
市
水
道
局
が
竹

田
市
直
入
支
所
で
水
の
配
布

午
後
１
時
30
分
　第
６
回
大
分
市
災
害

対
策
本
部
会
議

午
後
４
時
〜
　大
分
市
水
道
局
が
由
布

市
、
九
重
町
で
給
水
車
に
よ
る
応
急

給
水
作
業

「
ビ
ー
！
ビ
ー
！
ビ
ー
！
地
震
で
す
！
地
震
で
す
！
大
き
な
揺
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！
」

４
月
16
日
、午
前
１
時
25
分
、け
た
た
ま
し
い
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
り
響
く
。

慌
て
て
飛
び
起
き
た
直
後
、大
き
な
揺
れ
が
襲
っ
て
き
た
。

熊
本
県
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・３
の
巨
大
地
震
は
、熊
本
、大
分
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
、大
分
市
で
も
震
度
５
弱
を
記
録
し
た
。

　熊
本
県
・
大
分
県
で
相
次
い
で
発
生
し

た
熊
本
地
震
。
両
県
で
は
住
宅
全
壊
、
半

壊
、
一
部
破
損
合
わ
せ
て
16
万
棟
を
超
え
、

阿
蘇
大
橋
や
熊
本
城
の
石
垣
な
ど
も
崩

落
。
地
震
の
大
き
さ
を
物
語
る
ま
ち
の
姿

は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
倒
壊
し
た
家

屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
土
砂
崩
れ
に
巻

き
込
ま
れ
る
な
ど
し
て
、
60
人
を
超
え
る

尊
い
命
が
奪
わ
れ
、
九
州
各
県
で
も
負
傷

者
が
出
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
震
源
地
に
近
い
熊
本
県
益
城
町
で

は
、
14
日
・
16
日
に
２
度
も
震
度
７
の
地

震
が
発
生
。
そ
の
他
14
日
以
降
、
熊
本
県
・

大
分
県
を
中
心
に
震
度
６
弱
以
上
を
５
回

観
測
す
る
な
ど
激
し
い
揺
れ
を
伴
う
地
震

が
頻
発
し
た
。
九
州
地
方
で
震
度
７
の
揺

れ
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
ま
た
全
国
的
に
み

て
も
、
一
連
の
地
震
で
震
度
７
が
２
回
も

観
測
さ
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
だ
っ

た
。
余
震
も
８
月
１
日
ま
で
に
１
、
９
０

０
回
以
上
を
観
測
し
、
こ
ち
ら
も
観
測
史

上
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。
地
震
の
種
類

は
直
下
型
（
震
源
が
内
陸
）
で
、
震
源
の

深
さ
が
11
キ
ロ
㍍
〜
12
キ
ロ
㍍
と
浅
か
っ

た
。
県
内
で
も
別
府
市
、
由
布
市
の
一
部

　熊
本
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
大
分
市

水
道
局
は
大
分
県
内
の
給
水
支
援
に

あ
た
る
た
め
帰
還

午
後
２
時
40
分
〜
　避
難
者
の
健
康

確
保
と
不
安
解
消
を
目
的
に
、
市

の
保
健
師
が
避
難
所
を
巡
回

午
後
６
時
　避
難
所
を
、
自
主
避
難

者
が
い
る
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
、

地
区
公
民
館
な
ど
14
か
所
に
集
約
。

４
月
18
日
㈪

午
前
９
時
　第
７
回
大
分
市
災
害
対
策

本
部
会
議

４
月
19
日
㈫

午
前
７
時
　熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
大
分

　わ
た
し
は
、
14
日
の
地
震
発
生
直

後
の
熊
本
県
益
城
町
惣
領
地
区
と
古

閑
地
区
で
、
大
分
県
大
隊
の
救
助
隊

長
と
し
て
、
住
民
の
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
地
図
を

も
と
に
、
隊
員
と
手
分
け
し
て
一
日

で
約
３
０
０
世
帯
を
ま
わ
り
、
安
否

確
認
と
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
道
路
の
隆

起
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
が
見
ら
れ
、

倒
壊
被
害
の
な
い
住
宅
も
家
具
や
物

が
散
乱
し
、
な
か
な
か
前
に
進
め
ず
、

大
変
で
し
た
。
わ
た
し
が
救
助
に
あ

た
っ
た
高
齢
の
ご
夫
婦
も
、
倒
れ
た

家
具
な
ど
で
身
動
き
が
と
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
地

域
住
民
が
近
所
の
安
否
情
報
な
ど
を

積
極
的
に
わ
た
し
た
ち
に
提
供
し
て

く
れ
た
の
で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

や
は
り
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
た
ち

の
間
で
の
声
掛
け
が
と
て
も
重
要
だ

な
と
痛
感
し
ま
し
た
ね
。

中央消防署高度救助隊
隊長　松村　尊

が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
大
分
市
内
で
も

避
難
所
に
は
最
大
１
、
２
１
１
人
が
自
主

避
難
し
、
負
傷
者
３
人
、
住
宅
の
瓦
や
道

路
へ
の
落
石
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
熊
本

県
内
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
４
か
月
以
上

経
っ
た
今
も
、
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
地

震
で
、
改
め
て
、
九
州
地
方
が
地
震
活
動

の
活
発
な
地
域
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

日
本
が
地
震
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

※

デ
ー
タ
や
数
字
は
、
内
閣
府
「
平
成
28

年
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地

震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
（
８

月
１
日
）」、
気
象
庁
「
平
成
28
年 

熊

本
地
震
の
評
価
（
５
月
13
日
）」

市
か
ら
職
員
５
人
を
派
遣

午
前
９
時
　第
８
回
大
分
市
災
害
対
策

本
部
会
議

午
前
９
時
30
分
　大
分
市
水
道
局
が
由

布
市
庄
内
の
給
水
所
で
の
応
急
給
水

お
よ
び
給
食
用
貯
水
タ
ン
ク
へ
の
注

水
作
業

４
月
21
日
㈭
〜
　

　熊
本
県
南
小
国
町
、
西
原
村
に
保
健

師
ら
を
派
遣

４
月
22
日
㈮
〜

　熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
を
派
遣

４
月
25
日
㈪

午
後
１
時
30
分
　大
分
市
災
害
対
策
本

部
を
廃
止
。
大
分
市
災
害
警
戒
本
部

に
移
行

４
月
28
日
㈭

午
前
８
時
　す
べ
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

午
後
５
時
　大
分
市
災
害
警
戒
本
部
を

廃
止

４
月
14
日
以
降
、
熊
本
県
・
大
分
県
内

に
延
べ
３
９
６
人
の
職
員
を
派
遣
（
８

月
10
日
時
点
）

４月15日午前６時、熊本県益城町にて倒壊家屋の救助活動を前に打
ち合わせをする大分市消防局職員。緊急消防援助隊が大分を出発した
のは、地震発生からわずか１時間半後という迅速な対応だった。

住
民
の
救
助
活
動
を
通
し
て

南小国町に派遣する保健師らの出発式

6月30日までに市へお寄せいただいた熊本・大分地震災害義援金の総額54,016,755円を大分
県、熊本県、熊本県内の各市町村へ送金しました。温かいご支援ありがとうございました。熊本・大分地震災害義援金
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阿蘇大橋の崩落現場
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日
・
16
日
に
２
度
も
震
度
７
の
地

震
が
発
生
。
そ
の
他
14
日
以
降
、
熊
本
県
・

大
分
県
を
中
心
に
震
度
６
弱
以
上
を
５
回

観
測
す
る
な
ど
激
し
い
揺
れ
を
伴
う
地
震

が
頻
発
し
た
。
九
州
地
方
で
震
度
７
の
揺

れ
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
ま
た
全
国
的
に
み

て
も
、
一
連
の
地
震
で
震
度
７
が
２
回
も

観
測
さ
れ
た
の
は
、
初
め
て
の
こ
と
だ
っ

た
。
余
震
も
８
月
１
日
ま
で
に
１
、
９
０

０
回
以
上
を
観
測
し
、
こ
ち
ら
も
観
測
史

上
最
多
を
記
録
し
て
い
る
。
地
震
の
種
類

は
直
下
型
（
震
源
が
内
陸
）
で
、
震
源
の

深
さ
が
11
キ
ロ
㍍
〜
12
キ
ロ
㍍
と
浅
か
っ

た
。
県
内
で
も
別
府
市
、
由
布
市
の
一
部

　熊
本
県
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
大
分
市

水
道
局
は
大
分
県
内
の
給
水
支
援
に

あ
た
る
た
め
帰
還

午
後
２
時
40
分
〜
　避
難
者
の
健
康

確
保
と
不
安
解
消
を
目
的
に
、
市

の
保
健
師
が
避
難
所
を
巡
回

午
後
６
時
　避
難
所
を
、
自
主
避
難

者
が
い
る
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
、

地
区
公
民
館
な
ど
14
か
所
に
集
約
。

４
月
18
日
㈪

午
前
９
時
　第
７
回
大
分
市
災
害
対
策

本
部
会
議

４
月
19
日
㈫

午
前
７
時
　熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
大
分

　わ
た
し
は
、
14
日
の
地
震
発
生
直

後
の
熊
本
県
益
城
町
惣
領
地
区
と
古

閑
地
区
で
、
大
分
県
大
隊
の
救
助
隊

長
と
し
て
、
住
民
の
救
助
活
動
に
あ

た
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
地
図
を

も
と
に
、
隊
員
と
手
分
け
し
て
一
日

で
約
３
０
０
世
帯
を
ま
わ
り
、
安
否

確
認
と
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
道
路
の
隆

起
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
が
見
ら
れ
、

倒
壊
被
害
の
な
い
住
宅
も
家
具
や
物

が
散
乱
し
、
な
か
な
か
前
に
進
め
ず
、

大
変
で
し
た
。
わ
た
し
が
救
助
に
あ

た
っ
た
高
齢
の
ご
夫
婦
も
、
倒
れ
た

家
具
な
ど
で
身
動
き
が
と
れ
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
地

域
住
民
が
近
所
の
安
否
情
報
な
ど
を

積
極
的
に
わ
た
し
た
ち
に
提
供
し
て

く
れ
た
の
で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

や
は
り
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
た
ち

の
間
で
の
声
掛
け
が
と
て
も
重
要
だ

な
と
痛
感
し
ま
し
た
ね
。

中央消防署高度救助隊
隊長　松村　尊

が
大
き
な
被
害
を
受
け
、
大
分
市
内
で
も

避
難
所
に
は
最
大
１
、
２
１
１
人
が
自
主

避
難
し
、
負
傷
者
３
人
、
住
宅
の
瓦
や
道

路
へ
の
落
石
な
ど
の
被
害
が
出
た
。
熊
本

県
内
で
は
、
地
震
発
生
か
ら
４
か
月
以
上

経
っ
た
今
も
、
多
く
の
人
た
ち
が
避
難
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
地

震
で
、
改
め
て
、
九
州
地
方
が
地
震
活
動

の
活
発
な
地
域
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て

日
本
が
地
震
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。

※

デ
ー
タ
や
数
字
は
、
内
閣
府
「
平
成
28

年
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地

震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
（
８

月
１
日
）」、
気
象
庁
「
平
成
28
年 

熊

本
地
震
の
評
価
（
５
月
13
日
）」

市
か
ら
職
員
５
人
を
派
遣

午
前
９
時
　第
８
回
大
分
市
災
害
対
策

本
部
会
議

午
前
９
時
30
分
　大
分
市
水
道
局
が
由

布
市
庄
内
の
給
水
所
で
の
応
急
給
水

お
よ
び
給
食
用
貯
水
タ
ン
ク
へ
の
注

水
作
業

４
月
21
日
㈭
〜
　

　熊
本
県
南
小
国
町
、
西
原
村
に
保
健

師
ら
を
派
遣

４
月
22
日
㈮
〜

　熊
本
県
南
阿
蘇
村
に
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
を
派
遣

４
月
25
日
㈪

午
後
１
時
30
分
　大
分
市
災
害
対
策
本

部
を
廃
止
。
大
分
市
災
害
警
戒
本
部

に
移
行

４
月
28
日
㈭

午
前
８
時
　す
べ
て
の
避
難
所
を
閉
鎖

午
後
５
時
　大
分
市
災
害
警
戒
本
部
を

廃
止

４
月
14
日
以
降
、
熊
本
県
・
大
分
県
内

に
延
べ
３
９
６
人
の
職
員
を
派
遣
（
８

月
10
日
時
点
）

４月15日午前６時、熊本県益城町にて倒壊家屋の救助活動を前に打
ち合わせをする大分市消防局職員。緊急消防援助隊が大分を出発した
のは、地震発生からわずか１時間半後という迅速な対応だった。

住
民
の
救
助
活
動
を
通
し
て

南小国町に派遣する保健師らの出発式

6月30日までに市へお寄せいただいた熊本・大分地震災害義援金の総額54,016,755円を大分
県、熊本県、熊本県内の各市町村へ送金しました。温かいご支援ありがとうございました。熊本・大分地震災害義援金

特集

阿蘇大橋の崩落現場

そ
う

り
ょ
う

こ
　が
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自分を
守るために

　４
月
14
日
・
16
日
と
立
て
続
け
に
起

こ
っ
た
熊
本
地
震
。
特
に
16
日
の
深
夜

に
起
こ
っ
た
本
震
で
は
、
大
分
市
内
で

も
震
度
５
弱
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
目
を

覚
ま
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
の
と
き
、
わ
た
し
た
ち

は
ま
ず
何
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
？
今

回
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
防
災
対
策

を
提
唱
し
て
い
る
、
気
象
予
報
士
で
も

あ
り
、
県
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
花
宮
廣
務
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
自
宅
に
い

ま
し
た
が
、「
大
き
い
の
が
来
た
な
！
」

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
日
ご
ろ
か

ら
、
地
震
は
起
こ
っ
て
当
た
り
前
！
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
分
県
は
過
去
、
幾

度
と
な
く
地
震
で
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
１
９
７
５
年
４
月
21
日
に
起
き
た

大
分
県
中
部
地
震
で
は
、
湯
布
院
や
九

重
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
30
年
以
内
に
大
分
市
内
で
震
度
６
弱

以
上
の
大
き
な
揺
れ
を
伴
う
地
震
が
起

こ
る
確
率
も
55
㌫
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
大
き
な
地
震
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
か
『
も
う

●地震が起こったら、落ち着いて、
　自分の身を守る

●ドアや窓を開けて逃げ道を
　確保する
●非常持ち出し袋を持って避難
　する

緊急地震速報を活用して身を守ろう！
●最大震度5弱以上が推定される場合、テレビやラジオなどを通じて緊急地震速報が発表されます。
●速報発表から揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒ぐらいです。
●速報は的中するとは限りませんが、自分の身を守るため、最大限に活用しましょう。
※震源に近い地域では、緊急地震速報が間に合わないことがあります！

●避難行動要支援者への配慮をお願いします！
地域には、自力で避難することが困難な高齢者や障がいのある人たちがいます。
自分たちの身も守りつつ、近隣の人と要支援者の避難に協力しましょう。

みんなで
助かるために

あ
な
た
は
、そ
の
と
き
、ど
ん
な
行
動
を
す
べ
き
だ
っ
た
か
？

気象予報士・県防災アドバイザー

花宮　廣務 さん

大
丈
夫
』
と
、
他
人
事
の
よ
う
に
安
心

し
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
だ
け
活
発
な
活
断
層
が
あ
る
地
域
な

の
で
、
地
震
が
起
こ
る
の
は
当
た
り
前

だ
と
、
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
、
備
え
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
で
は
も
し
、
そ
の

と
き
が
来
た
ら
、
最
低
限
何
を
す
べ
き

な
の
か
？
ポ
イ
ン
ト
を
６
つ
に
ま
と
め

ま
し
た
。

①
ま
ず
は
、
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る

　ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。自
分
が
け
が
を
し
て
し
ま
っ
て
は
、

逃
げ
る
こ
と
も
、
大
事
な
家
族
を
守
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
ら
、
頭
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
致
命
的
で
す
。
寝

て
い
る
と
き
は
布
団
や
枕
で
頭
を
保
護

し
た
り
、
近
く
の
頑
丈
な
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
潜
り
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
揺
れ
で

テ
ー
ブ
ル
が
移
動
し
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
テ
ー
ブ
ル
の
脚
を
持
っ
て

固
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

②
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
状
況
を
み
な

が
ら
逃
げ
道
を
確
保
す
る

　揺
れ
て
い
る
間
に
慌
て
て
外
に
飛
び

出
し
た
り
、
移
動
す
る
と
け
が
を
す
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
、
玄
関
や
勝
手
口
な
ど
を
開
け

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
次
の
揺
れ
で
扉
が

ゆ
が
ん
で
、
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。避
難
の
際
、

大
き
な
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
出
入
口
に
は
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

　非
常
持
ち
出
し
袋
を
持
っ
て
避
難
し

ま
す
。
そ
の
際
は
通
電
火
災
、
ガ
ス
漏

れ
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を

締
め
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
す
る
際
の
注
意
点
と
し

て
、
皆
さ
ん
は
避
難
場
所
と
避
難
所
の

違
い
を
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
混
同
し
た
こ
と
で
、
東
日
本
大

震
災
で
は
犠
牲
者
も
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
避
難
場
所
と
は
、
公
園
や
広
場
な

ど
災
害
時
に
地
域
の
人
た
ち
が
身
を
守

る
た
め
に
避
難
す
る
場
所
。
避
難
所
と

は
、
災
害
で
住
む
場
所
を
失
っ
た
人
た

ち
が
一
時
的
に
避
難
生
活
す
る
所
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
理
解
し

た
上
で
、
各
地
域
の
避
難
場
所
、
避
難

所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
津
波
警
報
が
出
た
ら
、
で
き
る
だ

け
浸
水
地
域
外
の
高
台
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
津
波
避
難
ビ
ル
も
絶
対
に
安

全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
避
難
ビ
ル
を
最

初
か
ら
目
指
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
高

く
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

④
近
隣
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
避

難
す
る

　今
回
の
熊
本
地
震
も
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
と
き
も
、
近
隣
と
協
力
し
て

救
助
活
動
や
消
火
活
動
を
行
い
、
多
く

の
命
が
助
か
り
ま
し
た
。
近
所
付
き
合

い
が
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
日
ご

ろ
か
ら
の
声
掛
け
、
あ
い
さ
つ
が
と
て

も
大
事
で
す
。

⑤
命
を
つ
な
ぐ
た
め
、
食
べ
る
、
飲
む

　日
ご
ろ
か
ら
、
冷
蔵
庫
を
満
杯
に
し

て
い
る
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
き
な
地
震
の
後
は
停
電
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
停
電
に
よ
っ
て
冷
蔵
庫
が

止
ま
る
と
、
中
の
食
糧
は
腐
っ
て
い
き

ま
す
。

　ま
ず
食
べ
る
の
は
冷
蔵
庫
の
物
、
そ

の
次
に
冷
蔵
庫
よ
り
も
持
ち
が
い
い
冷

凍
庫
の
食
糧
を
食
べ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
が
尽
き
て
か
ら
、
カ
ッ
プ
麺

や
保
存
の
き
く
非
常
食
に
手
を
付
け
ま

し
ょ
う
。ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、

災
害
時
に
こ
う
し
た
知
恵
が
と
て
も
役

立
ち
ま
す
。災
害
時
は
断
水
す
る
の
で
、

お
風
呂
の
残
り
水
を
取
っ
て
お
く
と
、

ト
イ
レ
の
水
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

⑥
災
害
時
の
避
難
の
原
点「
お
は
し
も
」

　小
学
校
の
避
難
訓
練
時
に
指
導
さ
れ

る
「
お
は
し
も
」
と
い
う
言
葉
。
お
＝

押
さ
な
い
。は
＝
走
ら
な
い
。し
＝
し
ゃ

べ
ら
な
い
。
も
＝
戻
ら
な
い
。
こ
れ
は

災
害
時
の
避
難
の
原
点
で
す
。
地
震
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
も

言
え
る
こ
と
。
常
に
冷
静
に
行
動
し
、

一
旦
避
難
し
た
ら
安
全
が
確
認
で
き
る

ま
で
戻
ら
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
覚
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

●避難場所と避難所を間違えないように！
●津波のときは、より高い場所へ！

大分地方気象台に入庁後、福岡管区気象台観測課長、名瀬測候所長、大分地方気
象台長を歴任しながら、大分県地震被害想定調査検討委員会委員も務めた。現在
は、気象予報士、県防災アドバイザー、県環境教育アドバイザーとして、各地で気
象や防災、環境に関する講演を行っている。

ポイント①ポイント②

ポイント③

避難場所

避難の際は「 お さない・ は しらない・ し ゃべらない・ も どらない」
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自分を
守るために

　４
月
14
日
・
16
日
と
立
て
続
け
に
起

こ
っ
た
熊
本
地
震
。
特
に
16
日
の
深
夜

に
起
こ
っ
た
本
震
で
は
、
大
分
市
内
で

も
震
度
５
弱
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
、
目
を

覚
ま
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
の
と
き
、
わ
た
し
た
ち

は
ま
ず
何
を
す
べ
き
だ
っ
た
の
か
？
今

回
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
防
災
対
策

を
提
唱
し
て
い
る
、
気
象
予
報
士
で
も

あ
り
、
県
の
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
花
宮
廣
務
さ
ん
に
、
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

　地
震
が
起
こ
っ
た
と
き
は
自
宅
に
い

ま
し
た
が
、「
大
き
い
の
が
来
た
な
！
」

と
思
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
日
ご
ろ
か

ら
、
地
震
は
起
こ
っ
て
当
た
り
前
！
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
分
県
は
過
去
、
幾

度
と
な
く
地
震
で
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
１
９
７
５
年
４
月
21
日
に
起
き
た

大
分
県
中
部
地
震
で
は
、
湯
布
院
や
九

重
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
今

後
30
年
以
内
に
大
分
市
内
で
震
度
６
弱

以
上
の
大
き
な
揺
れ
を
伴
う
地
震
が
起

こ
る
確
率
も
55
㌫
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
、
大
き
な
地
震
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
か
『
も
う

●地震が起こったら、落ち着いて、
　自分の身を守る

●ドアや窓を開けて逃げ道を
　確保する
●非常持ち出し袋を持って避難
　する

緊急地震速報を活用して身を守ろう！
●最大震度5弱以上が推定される場合、テレビやラジオなどを通じて緊急地震速報が発表されます。
●速報発表から揺れが来るまでの時間は、数秒から数十秒ぐらいです。
●速報は的中するとは限りませんが、自分の身を守るため、最大限に活用しましょう。
※震源に近い地域では、緊急地震速報が間に合わないことがあります！

●避難行動要支援者への配慮をお願いします！
地域には、自力で避難することが困難な高齢者や障がいのある人たちがいます。
自分たちの身も守りつつ、近隣の人と要支援者の避難に協力しましょう。

みんなで
助かるために

あ
な
た
は
、そ
の
と
き
、ど
ん
な
行
動
を
す
べ
き
だ
っ
た
か
？

気象予報士・県防災アドバイザー

花宮　廣務 さん

大
丈
夫
』
と
、
他
人
事
の
よ
う
に
安
心

し
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
だ
け
活
発
な
活
断
層
が
あ
る
地
域
な

の
で
、
地
震
が
起
こ
る
の
は
当
た
り
前

だ
と
、
日
ご
ろ
か
ら
心
掛
け
、
備
え
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
で
は
も
し
、
そ
の

と
き
が
来
た
ら
、
最
低
限
何
を
す
べ
き

な
の
か
？
ポ
イ
ン
ト
を
６
つ
に
ま
と
め

ま
し
た
。

①
ま
ず
は
、
自
分
や
家
族
の
身
を
守
る

　ま
ず
は
自
分
の
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。自
分
が
け
が
を
し
て
し
ま
っ
て
は
、

逃
げ
る
こ
と
も
、
大
事
な
家
族
を
守
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
大
き
な
揺
れ
を

感
じ
た
ら
、
頭
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

頭
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
致
命
的
で
す
。
寝

て
い
る
と
き
は
布
団
や
枕
で
頭
を
保
護

し
た
り
、
近
く
の
頑
丈
な
テ
ー
ブ
ル
の

下
に
潜
り
ま
し
ょ
う
。
大
き
な
揺
れ
で

テ
ー
ブ
ル
が
移
動
し
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
テ
ー
ブ
ル
の
脚
を
持
っ
て

固
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

②
揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、
状
況
を
み
な

が
ら
逃
げ
道
を
確
保
す
る

　揺
れ
て
い
る
間
に
慌
て
て
外
に
飛
び

出
し
た
り
、
移
動
す
る
と
け
が
を
す
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ

て
か
ら
、
玄
関
や
勝
手
口
な
ど
を
開
け

に
行
き
ま
し
ょ
う
。
次
の
揺
れ
で
扉
が

ゆ
が
ん
で
、
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。避
難
の
際
、

大
き
な
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
か
ら
出
入
口
に
は
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
す
る
と
き
の
注
意
点

　非
常
持
ち
出
し
袋
を
持
っ
て
避
難
し

ま
す
。
そ
の
際
は
通
電
火
災
、
ガ
ス
漏

れ
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を

締
め
る
の
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
避
難
す
る
際
の
注
意
点
と
し

て
、
皆
さ
ん
は
避
難
場
所
と
避
難
所
の

違
い
を
理
解
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
を
混
同
し
た
こ
と
で
、
東
日
本
大

震
災
で
は
犠
牲
者
も
出
て
し
ま
い
ま
し

た
。
避
難
場
所
と
は
、
公
園
や
広
場
な

ど
災
害
時
に
地
域
の
人
た
ち
が
身
を
守

る
た
め
に
避
難
す
る
場
所
。
避
難
所
と

は
、
災
害
で
住
む
場
所
を
失
っ
た
人
た

ち
が
一
時
的
に
避
難
生
活
す
る
所
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
違
い
を
理
解
し

た
上
で
、
各
地
域
の
避
難
場
所
、
避
難

所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
た
だ

し
、
津
波
警
報
が
出
た
ら
、
で
き
る
だ

け
浸
水
地
域
外
の
高
台
に
避
難
し
て
く

だ
さ
い
。
津
波
避
難
ビ
ル
も
絶
対
に
安

全
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
避
難
ビ
ル
を
最

初
か
ら
目
指
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
高

く
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
場
所
へ
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

④
近
隣
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら
避

難
す
る

　今
回
の
熊
本
地
震
も
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
と
き
も
、
近
隣
と
協
力
し
て

救
助
活
動
や
消
火
活
動
を
行
い
、
多
く

の
命
が
助
か
り
ま
し
た
。
近
所
付
き
合

い
が
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
昨
今
、
日
ご

ろ
か
ら
の
声
掛
け
、
あ
い
さ
つ
が
と
て

も
大
事
で
す
。

⑤
命
を
つ
な
ぐ
た
め
、
食
べ
る
、
飲
む

　日
ご
ろ
か
ら
、
冷
蔵
庫
を
満
杯
に
し

て
い
る
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

大
き
な
地
震
の
後
は
停
電
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
停
電
に
よ
っ
て
冷
蔵
庫
が

止
ま
る
と
、
中
の
食
糧
は
腐
っ
て
い
き

ま
す
。

　ま
ず
食
べ
る
の
は
冷
蔵
庫
の
物
、
そ

の
次
に
冷
蔵
庫
よ
り
も
持
ち
が
い
い
冷

凍
庫
の
食
糧
を
食
べ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
が
尽
き
て
か
ら
、
カ
ッ
プ
麺

や
保
存
の
き
く
非
常
食
に
手
を
付
け
ま

し
ょ
う
。ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
が
、

災
害
時
に
こ
う
し
た
知
恵
が
と
て
も
役

立
ち
ま
す
。災
害
時
は
断
水
す
る
の
で
、

お
風
呂
の
残
り
水
を
取
っ
て
お
く
と
、

ト
イ
レ
の
水
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。

⑥
災
害
時
の
避
難
の
原
点「
お
は
し
も
」

　小
学
校
の
避
難
訓
練
時
に
指
導
さ
れ

る
「
お
は
し
も
」
と
い
う
言
葉
。
お
＝

押
さ
な
い
。は
＝
走
ら
な
い
。し
＝
し
ゃ

べ
ら
な
い
。
も
＝
戻
ら
な
い
。
こ
れ
は

災
害
時
の
避
難
の
原
点
で
す
。
地
震
だ

け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
も

言
え
る
こ
と
。
常
に
冷
静
に
行
動
し
、

一
旦
避
難
し
た
ら
安
全
が
確
認
で
き
る

ま
で
戻
ら
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
子

ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
覚
え
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

●避難場所と避難所を間違えないように！
●津波のときは、より高い場所へ！

大分地方気象台に入庁後、福岡管区気象台観測課長、名瀬測候所長、大分地方気
象台長を歴任しながら、大分県地震被害想定調査検討委員会委員も務めた。現在
は、気象予報士、県防災アドバイザー、県環境教育アドバイザーとして、各地で気
象や防災、環境に関する講演を行っている。

ポイント①ポイント②

ポイント③

避難場所

避難の際は「 お さない・ は しらない・ し ゃべらない・ も どらない」
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イザという
ときのために

今
日
か
ら
で
き
る
、も
し
も
の
備
え

　今
回
の
地
震
を
経
験
し
て
、
非
常
持

ち
出
し
袋
を
準
備
し
た
ご
家
庭
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
物
だ
け
で

な
く
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
花
宮
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

使
い
な
が
ら
備
蓄
し
よ
う

　「ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う

言
葉
は
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
非
常

持
ち
出
し
袋
と
は
別
に
、
災
害
時
に
必

要
と
な
る
食
糧
な
ど
を
、
少
し
多
め
に

買
い
お
き
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
使

い
な
が
ら
備
蓄
す
る
と
い
う
も
の
。
特

に
ラ
ッ
プ
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
乾
麺
、

カ
レ
ー
ル
ー
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
は
災
害
時
に
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。
ラ
ッ
プ
が
あ
る
と
汚
れ
た
手
で
も

お
に
ぎ
り
が
握
れ
る
し
、
お
皿
に
敷
い

て
使
え
ば
洗
わ
ず
に
済
み
ま
す
。
水
が

貴
重
と
な
る
災
害
時
に
は
、
お
米
よ
り

も
乾
麺
の
ほ
う
が
、
よ
り
少
な
い
水
で

調
理
で
き
る
か
ら
便
利
で
す
。そ
し
て
、

ガ
ソ
リ
ン
は
常
に
満
タ
ン
に
。
熊
本
地

震
の
際
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
前
に

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
被
災

直
後
は
、
車
が
使
え
る
こ
と
で
カ
ー
ラ

ジ
オ
で
情
報
収
集
が
可
能
に
な
っ
た

り
、
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
避

難
生
活
の
過
ご
し
方
が
随
分
違
っ
て
き

ま
す
。

本
当
に
必
要
な
物
を
話
し
合
お
う

　市
が
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
「
わ

が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
書
い
て

あ
る
非
常
持
ち
出
し
品
を
そ
ろ
え
て
安

心
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
各
家
庭

で
必
要
な
物
は
異
な
り
ま
す
。
つ
い
忘

れ
が
ち
だ
け
ど
、
実
は
命
に
関
わ
る
大

切
な
物
、そ
れ
は
、お
薬
手
帳
と
入
れ
歯
。

高
齢
者
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
持

病
が
あ
る
人
は
お
薬
手
帳
ま
た
は
そ
の

コ
ピ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、
避
難
時
に
必
要

な
薬
を
説
明
で
き
ま
す
。
薬
が
合
わ
ず

に
病
気
が
進
行
す
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
た
、
入
れ
歯
も
枕
元
に
置

く
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
。
万

が
一
、
入
れ
歯
を
失
う
と
、
満
足
に
食

事
が
で
き
ず
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う

人
も
多
い
か
ら
で
す
。
各
家
庭
で
何
が

必
要
な
の
か
、
話
し
合
い
の
機
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
住
む
場
所
の
危
険
を
把
握

し
よ
う

　自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
ど
ん
な

所
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
？
津
波
の
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険
性
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
自
分
の
目
と
足
で

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

自
動
販
売
機
な
ど
、
倒
れ
て
く
る
と
危

険
な
箇
所
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
く
つ
か

の
ル
ー
ト
を
歩
き
、
安
全
性
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
自
主
防
災

組
織
の
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
ご
家
庭
で
防
災
の
日
を

設
定
し
て
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
で
冷
蔵
庫
に
あ
る

も
の
だ
け
で
料
理
し
て
過
ご
し
て
み
る

と
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
い
で
す
よ
。
ま

た
災
害
時
の
安
否
確
認
の
方
法
と
し
て
、

毎
月
１
日
・
15
日
に
災
害
時
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
を
体
験
で
き
ま
す
。
防
災
へ
の
意

識
も
高
ま
り
、一
番
の
備
え
に
な
り
ま

す
。
住
宅
の
備
え
も
必
要
で
す
。
１
９
８

１
年
以
前
の
建
物
は
旧
耐
震
基
準
で
造

ら
れ
て
い
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
受
け

て
補
強
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

た
だ
、
家
全
体
の
補
強
は
費
用
が
か
さ

む
の
で
、
生
活
拠
点
の
リ
ビ
ン
グ
や
寝

室
だ
け
で
も
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
つ
ひ
と
つ
の
備
え
や
行
動
が
、
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も

の
と
き
が
来
た
ら
、
落
ち
着
い
て
、
冷
静

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●ローリングストック
　長期間保存のきく、日用品がおすすめ

●市では、一戸建て木造住宅の耐震診断・耐震改修工事費用や危険ブロック塀などの除却費用の一部を補助しています。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、開発建築指導課（☎537-5635）へお問い合わせください。

スーパーマーケットなど

多めに買って
使いながら備蓄

ガソリン

うど
ん

うど
ん 水

ガス

カレー

●高齢者は、お薬手帳またはそのコピーと入れ歯を手元
　に置いておきましょう
●避難ルートを家族と歩いてみよう
●家具を固定するなどして、家の中で何も倒れてこない、
　安全なスペースを確保しましょう

大分市の被災者支援制度
わたしたちの住んでいる地域で大きな災害が起こったとき、行政からさまざまな支援を受けることができます。
各支援に申請する際には、り災証明書の写しが必要になることがあります。
詳しい内容については、市ホームページをご覧になるか、各担当課へお問い合わせください。

「り災証明書」
自然災害等によって被災した住宅などの建物被害の証明書を発行します。
防災危機管理課、各支所、明野出張所に備え付けの申請書（市ホームページでダウンロードも可）に必要事項を記入し、防災危機管理課、
各支所の地域担当班、明野出張所へ申請してください。� 問　防災危機管理課　☎537-5664
No. 項目 支援内容・要件 お問い合わせ
１ 各種証明書の手数料減免 市長が災害その他の特別な事情があると認めたとき 各課
２ 市営住宅の一時無償提供 災害により住宅を失った場合、市営住宅の一時無償提供 住宅課� ☎537-5977
３ 災害被災者住宅再建支援金の支給 自然災害により住宅に著しい被害を受けた場合、基礎支給支援金および加算

支給支援金の支給※
福祉保健課� ☎537-5996

４ 災害見舞金の支給 災害により被害を受けた場合、世帯主または遺族に見舞金の支給※

５ 市県民税の減免 前年の合計所得が1,000万円以下で、住宅・家財の損害金額（保険金等の補て
んを除く）が３割以上の場合、到来する納期以降の税を一定の基準で減免 市民税課� ☎537-5729

６ 固定資産税の減免 大分市内に所在する固定資産が、災害等により著しく価値を減じた場合（保
険金等の補てんを除く）、到来する納期以降の税を一定の基準で減免

資産税課� ☎537-5610
東部資産税事務所
� ☎527-2132
西部資産税事務所
� ☎541-1406

７ 市税の徴収猶予 納付・納入できないと認められた場合、徴収の猶予（一定期間）の措置 納税課� ☎537-5691
８ 国民健康保険税の減免 前年の世帯合計所得が1,000万円以下で、住宅・家財の損害金額（保険金等の

補てんを除く）が３割以上の場合、災害後に到来する納期以降の税を一定基
準で減免 国保年金課

�☎537-5736

９ 国民健康保険一部負担金の減免等 災害や失業等により一部負担金の支払いが困難な場合、医療費の一部負担金
支払いの猶予等 �☎537-5735

10 後期高齢者医療保険料の減免 前年の世帯合計所得が1,000万円以下で、住宅・家財の損害金額（保険金等の
補てんを除く）が３割以上の場合、当該理由発生の日の属する月から起算し
て１年間の保険料額を減免 後期高齢者医療広域連合

� ☎534-1771
11 後期高齢者医療一部負担金の減免、

免除および徴収猶予
災害や失業等により一部負担金の支払いが困難な場合、医療費の一部負担金
支払いの減免等

12 国民年金保険料の免除 住宅、家財、その他の財産について、おおむね２分の１以上の損害を受けた場合 国民年金室� ☎537-5617
13 介護保険料（65歳以上）および介護

利用者負担の減免
前年の合計所得が1,000万円以下で、住宅・家財の損害金額（保険金等の補て
んを除く）が３割以上の場合、介護保険料、利用者負担金の減免 長寿福祉課� ☎537-5741

14 水道料金の減免 地震の影響により水道管の損傷、温水器等の器具故障による漏水で修理をし
た場合、申請に基づき水道料金（下水道使用料を含む）を減免 水道局営業課� ☎538-2416

15 水道料金の免除 被災により一時避難のため、大分市内の公営住宅に無償で入居した人
16 下水道使用料の減免 地震等の影響により支払いが困難と認められた場合、下水道使用料の減免

下水道営業課� ☎537-5641
17 下水道事業受益者負担金の徴収猶予 災害状況に応じ、受益者負担金の徴収の猶予
18 特別児童扶養手当等の所得制限の一

部解除
特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害児福祉手当、経過的福祉手当の受給
者は、住宅、家財等が、おおむね２分の１以上の損害を受けた場合、所得制限
を一部解除

障害福祉課� ☎537-5786

19 母子父子寡婦福祉資金貸付金の支払
猶予および措置期間の延長

被災により支払期日に償還が著しく困難な人

子育て支援課� ☎537-561920 児童扶養手当の所得制限の適用除外 住宅、家財等の損害金額（保険金、損害賠償金等により補てんされた金額を除
く）が、その価格のおおむね２分の１以上の損害を受けた場合、損害を受けた
月から翌年の７月までの所得制限の適用を除外

21 市立幼稚園保育料の減免 前年の合計所得が1,000万円以下で、住宅または家財の価格の10分の３以上
の損害を受けた場合、損害の程度に応じ減免 教育企画課� ☎537-5789

22 被災地域の児童生徒の受入および保
護者への就学援助

住民票の異動をせず就学が可能。教科書無償提供および学用品の一部や給食
費などの援助

教育企画課� ☎537-5903
学校教育課� ☎537-5648

23 一般廃棄物収集・運搬手数料の減免 地震等の災害に伴い、一般家庭から発生した粗大ごみの収集・運搬を市に依
頼する際の収集・運搬手数料の減免 清掃業務課� ☎568-5763

大分市防災
メール

わが家の防災マニュアル
さまざまな災害に対する知識と備えをまとめて
います。市ホームページでもご覧になれます。QRコードからアクセス！ ▼

９月１日㈭は「防災の日」です。
防災メールへの登録や「わが家
の防災マニュアル」を見て災害
に備えましょう。

※他の同様な制度を受ける場合、対象にならないことがあります。

問　防災危機管理課　☎537-5664
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イザという
ときのために

今
日
か
ら
で
き
る
、も
し
も
の
備
え

　今
回
の
地
震
を
経
験
し
て
、
非
常
持

ち
出
し
袋
を
準
備
し
た
ご
家
庭
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
物
だ
け
で

な
く
、
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
花
宮
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

使
い
な
が
ら
備
蓄
し
よ
う

　「ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
」
と
い
う

言
葉
は
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
非
常

持
ち
出
し
袋
と
は
別
に
、
災
害
時
に
必

要
と
な
る
食
糧
な
ど
を
、
少
し
多
め
に

買
い
お
き
し
、
普
段
の
生
活
の
中
で
使

い
な
が
ら
備
蓄
す
る
と
い
う
も
の
。
特

に
ラ
ッ
プ
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
乾
麺
、

カ
レ
ー
ル
ー
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
は
災
害
時
に
と
て
も
役
立
ち
ま

す
。
ラ
ッ
プ
が
あ
る
と
汚
れ
た
手
で
も

お
に
ぎ
り
が
握
れ
る
し
、
お
皿
に
敷
い

て
使
え
ば
洗
わ
ず
に
済
み
ま
す
。
水
が

貴
重
と
な
る
災
害
時
に
は
、
お
米
よ
り

も
乾
麺
の
ほ
う
が
、
よ
り
少
な
い
水
で

調
理
で
き
る
か
ら
便
利
で
す
。そ
し
て
、

ガ
ソ
リ
ン
は
常
に
満
タ
ン
に
。
熊
本
地

震
の
際
も
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
前
に

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
被
災

直
後
は
、
車
が
使
え
る
こ
と
で
カ
ー
ラ

ジ
オ
で
情
報
収
集
が
可
能
に
な
っ
た

り
、
暖
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
避

難
生
活
の
過
ご
し
方
が
随
分
違
っ
て
き

ま
す
。

本
当
に
必
要
な
物
を
話
し
合
お
う

　市
が
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
「
わ

が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
書
い
て

あ
る
非
常
持
ち
出
し
品
を
そ
ろ
え
て
安

心
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
各
家
庭

で
必
要
な
物
は
異
な
り
ま
す
。
つ
い
忘

れ
が
ち
だ
け
ど
、
実
は
命
に
関
わ
る
大

切
な
物
、そ
れ
は
、お
薬
手
帳
と
入
れ
歯
。

高
齢
者
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
持

病
が
あ
る
人
は
お
薬
手
帳
ま
た
は
そ
の

コ
ピ
ー
さ
え
あ
れ
ば
、
避
難
時
に
必
要

な
薬
を
説
明
で
き
ま
す
。
薬
が
合
わ
ず

に
病
気
が
進
行
す
る
人
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
ま
た
、
入
れ
歯
も
枕
元
に
置

く
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
す
。
万

が
一
、
入
れ
歯
を
失
う
と
、
満
足
に
食

事
が
で
き
ず
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う

人
も
多
い
か
ら
で
す
。
各
家
庭
で
何
が

必
要
な
の
か
、
話
し
合
い
の
機
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

自
分
た
ち
の
住
む
場
所
の
危
険
を
把
握

し
よ
う

　自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
ど
ん
な

所
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
？
津
波
の
浸

水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険
性
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
自
分
の
目
と
足
で

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や

自
動
販
売
機
な
ど
、
倒
れ
て
く
る
と
危

険
な
箇
所
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
い
く
つ
か

の
ル
ー
ト
を
歩
き
、
安
全
性
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
地
域
の
自
主
防
災

組
織
の
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
ご
家
庭
で
防
災
の
日
を

設
定
し
て
、
避
難
ル
ー
ト
の
確
認
や
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど
で
冷
蔵
庫
に
あ
る

も
の
だ
け
で
料
理
し
て
過
ご
し
て
み
る

と
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
い
で
す
よ
。
ま

た
災
害
時
の
安
否
確
認
の
方
法
と
し
て
、

毎
月
１
日
・
15
日
に
災
害
時
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
を
体
験
で
き
ま
す
。
防
災
へ
の
意

識
も
高
ま
り
、一
番
の
備
え
に
な
り
ま

す
。
住
宅
の
備
え
も
必
要
で
す
。
１
９
８

１
年
以
前
の
建
物
は
旧
耐
震
基
準
で
造

ら
れ
て
い
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
受
け

て
補
強
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

た
だ
、
家
全
体
の
補
強
は
費
用
が
か
さ

む
の
で
、
生
活
拠
点
の
リ
ビ
ン
グ
や
寝

室
だ
け
で
も
補
強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
つ
ひ
と
つ
の
備
え
や
行
動
が
、
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も

の
と
き
が
来
た
ら
、
落
ち
着
い
て
、
冷
静

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

●ローリングストック
　長期間保存のきく、日用品がおすすめ

●市では、一戸建て木造住宅の耐震診断・耐震改修工事費用や危険ブロック塀などの除却費用の一部を補助しています。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、開発建築指導課（☎537-5635）へお問い合わせください。

スーパーマーケットなど

多めに買って
使いながら備蓄

ガソリン

うど
ん

うど
ん 水

ガス

カレー

●高齢者は、お薬手帳またはそのコピーと入れ歯を手元
　に置いておきましょう
●避難ルートを家族と歩いてみよう
●家具を固定するなどして、家の中で何も倒れてこない、
　安全なスペースを確保しましょう
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　中央通りでは、ムクドリのフン被害などが起きていま
す。市では、その対策として鷹

たかじょう

匠による追い払いを８月３
日・４日に試験的に実施。タカなどで威嚇すると、慌てて
群れで飛び立つムクドリの姿を確認しました。今後は、
この効果を検証し、対策に生かしていきます。

鷹  匠でムクドリ対策。

35  回目の夏の風物詩、熱気を世界に発信。

暮  らしの中に潜む落とし穴に注意。

旬な情報をフェイスブックで発信中！

新  感覚のアート体験を。

　今年で35回目を迎える「大分七夕まつり」が、８月５日から
７日まで盛大に開催されました。力強い府

ふないぱっちん

内戦紙や華やかな
七夕ブロードウェイなどにより、市中心部は熱気に包まれま
した。また、今年は外国人観光客誘致に向け、パワーブロガー
（閲覧者数の多いブログを書く人）を海外から招請。まつりや
市内の観光スポットなど、実際に体感した市の魅力を、９月
からインターネットで発信してもらいます。

　消費生活特別セミナーとして、菊地幸夫弁護士による講
演が７月28日、コンパルホールで開催されました。身近に潜
む悪質商法の手口や対処法などについて紹介があり、「何か
あったら、周りの人だけでなく、公的機関にすぐ相談を」と話
され、訪れた約360人は、熱心に聴き入っていました。

市では、公式フェイスブックページ「いいやん！大分」で、イベン
ト情報や市内の風景など旬な情報を発信しています。いいね！
と思ったら、フェイスブックに登録して、「いいやん！大分」の
ページに「いいね！」を押してください。

　市美術館で、「チームラボアイランド　踊る！美術
館と、学ぶ！未来の遊園地」が７月15日から９月25日
まで開催中です。今回は、ウルトラテクノロジスト集
団「チームラボ」の大分初の大規模展。最新の科学技
術が融合した、世界的に評価が高い“アート作品”と、
子どもに大人気の“未来の
遊園地”が同時に体感でき
ます。子どもから大人まで
大勢の人が訪れ、新感覚の
アートを観たり触れたりし
ながら楽しんでいました。

▲閲覧・登録はこちらいいやん！大分
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　市では、都市部から地域活性化に意欲のある人を誘
致する「地域おこし協力隊」を今年度からスタート。公
募により、神奈川県、千葉県、大阪府から３人が隊員に
決まり、８月１日、市役所で辞令交付式が行われまし
た。意気込みを聴くと、「市外での経験を活かしたい」
「地域の特色を発掘したい」「魅力を発信したい」と話
してくれました。３人は、佐賀関・野津原・大南地区に
１人ずつ配置され、地域の活性化や文化芸術の振興に
取り組んでいきます。

新  しい力が地域の魅力を引き出す。

 業  界最大手の企業が大分市に進出。

大  分市産品の消費拡大に挑む。

　BPO*業界最大手のトランスコスモス㈱が、10月に大分市
へ進出することになり、7月14日に県庁舎で、市および県と
「連携と協力に関する協定書」に調印しました。
　今回開設される「マーケティングチェーンマネジメントセ
ンター(MCM)おおいた」では、最新サービスに対応したコー
ルセンターサービスを提供。300人の雇用が見込まれており、
雇用の拡大や市の産業振興に期待されています。

　市内で生産された農林水産物をさらに全国へPRす
るため、市では３つの消費拡大キャンペーンを実施。
７月25日に市公設地方卸売市場で行われた「市産野菜
で夏を乗り切ろうキャンペーン」では、試食宣伝など
で魅力をアピール。また、７月25日から始まった「にら
豚PR大作戦」では、特設WEBサイトによる情報発信
などを実施。さらに、８月1日から14日まで開催され
た「おおいたの旬フェア」では、大葉・イチジク・タコを
使ったメニューを飲食店が販売し、多くの人がその味
を堪能しました。今後も、イベントの開催など、さまざ
まな事業を通じ消費拡大に挑んでいきます。

＊BPO…自社の業務の一部を外部の専門業者に委託すること

↑生産者こだわりの料理による
試食宣伝。参加した流通関係者か
らは好評の声があふれていた。

にら豚レシピ
や、にら豚提
供店の情報な
どを掲載。閲
覧は、右記か
らも可。

←にら豚PR特設WEBサイト
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問 生活安全推進室　☎537-5997

みんなで広げよう
交通安全の輪

９月21日～30日の「秋の全国交通安全運動」の一環として、
交通安全に関するさまざまな催しを行います。白バイ・パト

カーの展示や自転車の安全点検などのコーナー、県警察音楽隊
によるコンサートなどのステージイベントを開催。また、ふわふ
わステージなどの遊具コーナーもあります。入場は無料です。

⃝日時：９月22日㈭ 午前10時～午後４時
⃝場所：平和市民公園　多目的広場

第38回おおいた交通安全フェア
催し

問 保健所衛生課　☎536-2567

家族で知ろう
動物のこと

９月20日～26日の動物愛護週間の関連イベントです。
「長寿犬・長寿猫」や「愛犬・愛猫との写真コンテスト」の

表彰、飼い犬のしつけ方教室、トリマーが教える「厄介な毛玉
やモツレの攻略法」などを行います。また、会場には動物ふれ
あい広場や動物をスケッチするコーナー、ペットの健康相談
コーナーなどもあります。入場は無料です。

⃝日時：９月22日㈭ 午前10時～午後４時
⃝場所：平和市民公園　多目的広場

第17回親子ふれあい動物フェスタ
催し

問 消防局予防課　☎532-3199

楽しみながら
消防について学ぼう

消火や救助、地震の体験、子ども用防火衣の写真撮影など、さま
ざまなコーナーがあります。また、県防災航空隊による救助救

出訓練や防災ヘリ「とよかぜ」、ドクターヘリも展示。入場は無料で
す。また、この日は大分トリニータのホームゲーム市民観戦DAY。大
分銀行ドームで、さまざまなイベントが楽しめる一日です。

⃝日時：９月19日㈪ 午後３時～６時
⃝場所：大分銀行ドーム　北側広場、多目的広場

親子ふれあい消防パーク
催し

問 文化国際課　☎537-5663

問 文化国際課　☎537-5663

バサジィ大分のホームゲームに市民を無料招待

おおいたスポーツ広場2016

熱い声援でバサジィ大分を
勝利に導こう

体育の日 トップアスリートと
一緒にいい汗流そう

ヴォスクオーレ仙台との対戦試合に、ペア100組200人の
市民を無料招待します。多数時は抽せんです。往復はがき

（１人１枚）に、申込者２人の住所、氏名、電話番号を記入し、９
月21日㈬〈消印有効〉までに㈱大分スポーツプロジェクト「大分
市招待事業」係（〒870-0846 花園11-７ 喜和屋ビル１階）へ。

⃝日時：10月16日㈰ 午後１時～
⃝場所：県立総合体育館

国内トップクラスのリーグで活躍する大分トリニータ、
大分三好ヴァイセアドラー、バサジィ大分の選手と

ふれあえる参加無料のイベントです。お越しの際は、室内
シューズをお持ちになり、公共交通機関をご利用ください。
●事前申込みイベント　選手と一緒に「競技体験コーナー」
満４歳以上が対象で、小学校２年生以下は保護者の同伴が必
要になります。定員は180人で多数時は抽せんです。参加者の
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号を記入し、直接または郵
送、ファクス、Ｅメールで、９月15日㈭〈消印有効〉までに文化
国際課（本庁舎５階　〒870-8504  荷揚町２番31号  536-
4044  info@oita-hometown.jp）へ。当せん者には、９月末
までに郵送でお知らせします。
●当日参加可能イベント
来場者全員と選手が対決するゲームや、当日抽せんで240人
が選手と一緒に参加できる「ボール送り＆ハイタッチレース」
などを開催。選手によるデモンストレーションも行います。

⃝日時：10月10日㈪ 午後１時～４時
　　　　　　　　　　　　　（開場は午後０時30分）
⃝場所：コンパルホール５階　体育室　ほか

募集

募集

Oita 
　　navigation

おおいたナビ

©2016 Oita Sports Project Inc.All rights reserved
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プロの
一枚

今回の
一枚

GOO
D!

オレンジ色の

グラデーションが

気に入っています
。

スマートフォンで

写真を撮るときに
も、

設定できるので

今度から使って

みます☆
くもりモード

にすると赤みが
強調されます

夕暮れの
雰囲気を強調するために、

色温度を高くして赤みを出し、
マゼンタのレンズフィルターを

使いました。

タケウチ トモユキさん
（公社）日本広告写真家協会（APA）正会員

vol.04

カ
メ
ラ

と
お
散
歩

田ノ浦ビーチ

戸高 彩菜さん
大分市観光キャンペーンレディ

フォーカス

大分市の魅力的なスポットにもっと　　　　　　　して

プロカメラマンのタケウチトモユキさんに

初心者でも、少しの工夫ですぐに実践できる

アドバイスをもらいながら、

一瞬を美しく残すコツを学んでいきます。

今回の撮影スポット／田ノ浦ビーチ

DATA 大字神崎　駐車場…あり

大分市と別府市を結ぶ国道10号に面した海浜公
園。休憩所や温水シャワーが利用できるレストハ
ウスや、ビーチには子どもたちに人気の帆船の大型
遊具があります。公園内は、ユニバーサルデザイン
を取り入れており、幅広い世代に親しまれていま
す。また今年の４月には「恋人の聖地」に認定さ
れ、デートスポットとしても注目されています。

To be continued...

今回のお題

印象的な夕暮れの

写真を撮ろう

次回のお題

昔ながらのまちなみを

撮ってみよう

～戸次編～

camera

osanpo

田ノ浦ビーチレストハウス　☎537-7458

カメラが水平に
なっているかチェック

01

タケウチPoint

ホワイトバランスを使えば、写真に赤み・青みを入れること
ができます。さまざまなモードがあるので、いろいろと試し
てみましょう！また一眼レフカメラに色温度の設定がある人
は、さらに細かく調節できます。

あなたらしい夕暮れを
撮ってみよう

02

美しい

夕暮れをそのまま

撮ってもいい

けれど…

一眼レフ

カメラがある人は

内蔵されている水平器で

傾きをチェック！

人工島内の

どこかにあるよ

風景を撮るときは、水平
線が横一直線に写るよう
にすると、きれいに映せま
す。地面とカメラが平行
になるようにしましょう。

Ori
gin

al
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「まちなかアート遊園地」
ワークショップ参加者
　9月30日㈮～10月2日㈰に開催する

「まちなかアート遊園地」のイベントの一
つとして、ワークショップを開催します。
①世界の新聞紙で作るメリーゴーラン
ドの木馬
▪日時：9月30日㈮　午後1時30分～3時
②「竹のキャンバス」に絵を描こう
▪日時：10月1日㈯　午前10時30分～

午後0時30分
▪講師：渡邉 友美氏（画家）
③けしごむハンコでスカイランタンを
彩ろう
▪日時：10月1日㈯　午後4時30分～6

時30分
④手作り仮面で遊園地カーニバル！
▪日時：10月2日㈰　午前10時30分～

正午
⑤美術館にモンスターを出現させよう！
▪日時：10月2日㈰　午後1時30分～3時
▪講師：MONA〈遠藤 ももこ氏、遠藤 な

なこ氏〉（アーティスト）
▪場所：市美術館「まちなかアート遊園

地」展示室内
▪定員：各20人（多数時は抽せん）
　※小学生以下は保護者同伴
▪入場料：一般500円、高校生・大学生300

円、中学生以下無料
▪その他：①③④の講師は市美術館職員
▪申込み・問　往復はがき（1講座につき1

枚、5人まで）に、住所、氏名（ふりがな）、電
話番号、希望講座名を記入し、9月1日㈭
～16日㈮〈消印有効〉に市美術館「アート
遊園地ワークショップ」係（〒870-0835　
大字上野865　☎554-5800）へ。

市美術館ボランティア
▪活動内容：展覧会での案内、講座の補

助、資料整理など
▪対象：養成講座（12月1日㈭・9日㈮・

13日㈫･20日㈫、29年1月11日㈬・18
日㈬　全6回）を受講可能な人
▪申込み・問　往復はがきに、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号を記入し、9月1日

㈭～10月31日㈪〈消印有効〉に市美術
館「ボランティア募集」係(〒870-0835　
大字上野865　☎554-5800)へ。

無料

フリーマーケット出店者
▪日時：10月9日㈰　午前10時～午後

1時　※雨天中止
▪対象：市内・由布市居住の個人または

グループ（販売業者・専門業者、高校
生以下のみの参加は不可）
▪出店商品：日用雑貨、衣類、おもち

ゃ、スポーツ用品などで使用可能な
物（食品、動植物、危険物などは不
可）　
▪募集店数とスペース：50店（多数時

は抽せん）、3m×3m程度
▪申込み・場所・問　往復はがきに、代

表者の住所、氏名、年齢、電話番号、参
加人数、出店内容（商品の種類と数）
を記入し、9月16日㈮〈必着〉までに
大分エコライフプラザ（〒870-1205　
大字福宗618　☎588-1410）へ。

豊かで美しい森づくり事業の
参加者
　竹中地区の里山を整備し、「よいやか
がり火」で飾る竹ひご灯

とうろう

篭などを制作
します。
▪月日･内容：10月1日㈯…竹林の整備　

12月3日㈯…灯篭などの炭焼き
　※雨天順延
▪時間：午前9時30分～午後3時
▪場所：大字竹中
▪定員：各40人（多数時は抽せん）
　※両日参加も可
▪申込み・問　はがきまたは電話、ファ

クス、Eメールで、参加者全員の氏名
（ふりがな）・年齢、代表者の住所・電
話番号、希望日を、9月26日㈪〈必着〉
までに公園緑地課（本庁舎　☎537-
5975　 538-1249　 koenryo
ku@city.oita.oita.jp）へ。

緑の基本計画検討委員会の
市民委員
▪任期：参画依頼の日から、計画が改定

される日（30年3月予定）まで
▪対象：市内に居住する18歳以上で、平

日昼間に開催される会議（全８回程
度）に出席できる人
▪定員：５人程度
▪選考方法：応募書類および小論文に

よる選考
▪募集期間：9月1日㈭～30日㈮
▪申込み・問　応募資格や申込方法など

詳しくは、市ホームページをご覧にな
るか、公園緑地課（☎537-5975）へ。

無料

無料

求職者のための
事業所見学会参加者
▪日時：9月13日㈫　午後1時～4時30分
▪集合場所：大分城址公園　西側入口
▪見学施設：老人保健施設「やすらぎ

苑」、有料老人ホーム「さんさん」
▪対象：市内居住者または市内で就労

を希望する人
▪定員：20人（先着順）
▪申込み・問　商工労政課（本庁舎9階）

に備え付けの申込書（市ホームペー
ジでダウンロードも可）に必要事項を
記入し、9月1日㈭～9日㈮に同課（☎
537-5964）へ。

高崎山、おサルの森の
観察会参加者
▪日時：9月18日㈰　午前10時～正午　

※雨天中止
▪定員：30人程度（多数時は抽せん）
▪申込み・問　はがきまたはファクス、E

メールで、参加者全員の氏名・年齢、代
表者の住所・電話番号を記入し、9月12
日㈪〈必着〉までに公園緑地課（本庁舎　
☎537-5975　 538-1249　 koenr
yoku@city.oita.oita.jp）へ。

景観めぐりバスツアー参加者
▪日時：10月8日㈯　午前8時30分～午

後5時
▪集合場所：ホルトホール大分
▪内容：「大分きれい100選」に選ばれ

た「西大分かんたん港園」「今市（石
畳・丸山八幡神社）」「大分いこいの
道」「早吸日女神社」「関崎海星館」を
巡ります。
▪対象：市内に居住する個人または2

人組　※小学生以下は保護者同伴
▪定員：30人（多数時は抽せん）
▪申込み・問　はがきに、参加者全員の氏

名・年齢、代表者の住所・電話番号を記
入し、9月1日㈭～15日㈭〈必着〉に景観
推進室（本庁舎　☎537-5968）へ。

募 集

無料

無料

無料

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information on daily living, disaster prevention, tourism and more in English, Chinese,
and Korean on its website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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ごみステーションの設置・改修費
などの一部を助成します
▪対象：自治会が管理するごみステー
ションの設置または改修、飛散防止
用ネット・シートの購入費用の一部
▪助成金額：⃝設置…助成率3分の2（上限
10万円）　⃝改修…助成率3分の2（上限
4万円）　⃝ネット・シートの購入…上限
3,500円　※購入後の交付申請不可
▪その他：自治会を対象にしたネット
（3m×4m）の支給制度もあり。
問　清掃業務課（☎568-5763）

8月22日から「敬老の日施設優待券」を
配布しています
　優待券利用により、施設利用の無料
または割引サービスを受けることがで
きます。
▪対象：70歳以上の市民（昭和21年9
月15日以前に生まれた人)
▪配布場所：長寿福祉課（本庁舎1階・
第2庁舎2階）、各支所、明野出張所、
各地区公民館、各校区公民館、各老人
いこいの家、各地域包括支援センタ
ー、市社会福祉協議会（ホルトホール
大分4階）
▪受け取り方法：該当者の年齢を確認
できるもの（運転免許証、健康保険証、
ワンコインバス乗車証など）を持参
※サービス内容などの詳細は優待券に
記載しています。
問　長寿福祉課（☎537-5679）

８月期の障害者福祉手当を
振り込みました
　該当者で振り込みのない人は、ご連
絡ください。
　なお、身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳を所持している
人で申請していない人は、障害福祉課
（本庁舎1階）または各支所、明野出張
所で申請してください。　※市民税課
税状況や施設入所などにより支給でき
ない場合があります。
▪申請に必要なもの：印鑑、本人名義の
預金通帳、身体障害者手帳または療
育手帳、精神障害者保健福祉手帳、個
人番号カードまたは通知カード
問　障害福祉課（☎537-5786　 537-
1411）

振込のお知らせ

農振解除手続きを一時停止します
　農業振興地域整備計画の全体的な見
直しに伴い、農振解除の手続きを概ね
1年間停止します。転用などを検討し
ている人は早めに相談してください。
▪最終受付締切：29年6月30日㈮
※農振解除とは「農振農用地」の指定を
解除することです。解除要件など詳
しくは、お問い合わせください。
問　農政課（☎574-6186）

インターネットで
差押不動産を公売します
　インターネット公売システムを利用
します。参加には事前申込が必要です。
▪所在地：大字永興字下芦原
▪土地：(地目)宅地　(地積)186.70㎡
▪建物(構造)：木・鉄筋コンクリート鉄
骨造、セメント瓦葺
▪見積価額：11,200,000円
　※土地建物一括公売
▪参加申込期間：9月28日㈬午後1時～
10月14日㈮午後11時
▪入札期間：10月21日㈮午後1時～28
日㈮午後1時　※市ホームページで
詳細を確認できます。なお、売却を中
止する場合もあります。
問　納税課（☎537-5732）

一般競争入札で市有地を
売却します

① ②

所在地 東大道一丁目 金池南二丁目

地目 雑種地 宅地

仮換地面積 約205㎡ 約340㎡

用途地域 商業地域 近隣商業地域

参考価格 35,600,000円 42,200,000円

▪入札日時：10月25日㈫　①午前9時　
②午前10時30分
▪入札場所：本庁舎9階　第2入札室
▪申込み・問　9月1日㈭から駅周辺
総合整備課（本庁舎7階）で配布する
入札参加申込書に必要事項を記入
し、9月30日㈮までに直接、同課（☎
585-6004）へ。

ひきこもりに関する面接相談を
行います
▪日時：毎月第2火曜日（祝日は除く）　
午後1時～4時（予約制）
▪申込み・場所・問　電話で、保健所保
健予防課（☎536-2852）へ。

無料

下水道営業課からのお知らせ
（☎537-5641）
◎公共下水道の接続や使用には手続き
を忘れずに
　公共下水道への接続工事は市が指定
した「指定工事店」でなければ行うこと
ができません。工事着工前に「排水設備
等計画確認申請書」を提出してくださ
い。工事完了後は「排水設備等工事完了
届」「公共下水道使用開始届」を提出し
てください。
　すでに公共下水道を使用している場
合でも、水道メーターの新設・増設・口
径変更や井戸水・温泉水などを使用開
始するときには「公共下水道使用開始
届」の提出が必要です。
◎「単体ディスポーザ」は使用できません
　生ごみを砕いて、水と一緒に下水管
へ排水する「単体ディスポーザ」を使用
すると、下水管のつまりや悪臭の放出、
管路の劣化のほか、下水道施設にも大
きな負担がかかります。「単体ディスポ
ーザ」は使用しないようにご協力くだ
さい。

下水道の再生水を販売しています
▪販売日時：月～土曜日　午前8時30
分～午後5時
▪販売場所：①散水用水…弁天水資源
再生センター　②冷却用水…各水資
源再生センター（市内5カ所）
▪料金：①27円/㎥　②16円/㎥
　※消費税別、市民は容器を持参すれ
ば無料、飲用は不可
▪申込み・問　用途など詳しくは、市ホ
ームページをご覧になるか、下水道
施設課（城崎分館　☎537-5642）へ。

「機械式はかり」の巡回定期検査
を行います
　計量法第19条による「はかり」の定
期検査を、支所および明野出張所管内
（野津原支所管内を除く)で、9月12日
㈪～11月11日㈮に巡回して行います。
　取引や証明に「はかり」を使用する事
業者は、2年に1回の定期検査が必要で
す。9月上旬に文書を送付しますが、対
象事業者で文書が届いていない場合は
連絡をお願いします。
問　商工労政課（☎537-5625）

お知らせ

暮らしの情報
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善意の寄付が相次いでおります。
お礼申し上げます。
市へ
▪ 明治明野商工振興協同組合
社会福祉協議会へ
香典返し寄付
▪ 大分地区　内田伶子（大道町）/佐藤ミ

チヨ（志手）/河野晴至（永興）/秦富子（畑
中）/中西トミ子（東大道）
▪�鶴崎地区　小田昌昭（三佐）/中村太輔（丸

亀）/福地泉（常行）
▪ 大在地区　大塚富造（角子原）/内田圭亮
（政所）/姫野秀次（大在浜）
▪ 坂ノ市地区　西村美子（丹川）/首藤英三
（丹川）
▪ 大南地区　佐藤一夫（竹中）
▪ 稙田地区　倉橋信夫（光吉）/姫野猛志
（玉沢）/安部廣子（小野鶴）/神戸ミツ子
（富士見が丘西）/須藤サダ（雄城台住宅
地）/平野保（雄城台団地）/竹内雄一（小
野鶴南）
▪ 野津原地区　小出昭夫（竹矢）
 以上７月18日受付分まで

善意の泉（敬称略）

おおいた協働ものづくり展
ものづくり体験教室
▪月日：10月15日㈯･16日㈰
▪場所：コンパルホール
▪内容：ロボットアーム作り、にじみ絵

など
▪対象：小・中学生
▪定員：各20人程度（多数時は抽せん）
▪申込み・問　9月7日㈬～23日㈮に市工

業連合会青年部会(☎569-1234)へ。

第2回ノルディックウオーキング教室
▪日時：11月22日･29日、12月6日･13日･20
　日、29年1月10日・17日・24日、2月7日･14
　日（火曜日・全10回）
　午前9時30分～正午
▪場所：市営陸上競技場ほか
▪定員：40人（先着順）
▪参加料：3,800円（傷害保険料含む・

全10回分）
▪申込み・問　電話で、9月1日㈭～30日

㈮に市営陸上競技場（☎558-0613）へ。

児童家庭支援センター
「ゆずりは」が開所しました

　相談支援員や心理士が24時間体制で
相談に応じ、生計困難者等に対する支援事
業も行います。いつでもご連絡ください。
▪場所・問　ゆずりは（顕徳町一丁目

13-17　大分中央ホールディングス
ビル2階　☎574-8525）

無料
全国一斉「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間
▪期間：9月5日㈪～11日㈰
▪時間：⃝平日…午前8時30分～午後7

時　⃝土・日曜日…午前10時～午後
5時
▪相談ダイヤル：0570-003-110
▪相談内容：高齢者・障がい者に対する

虐待、いやがらせなどの人権問題
▪相談員：人権擁護委員、法務局職員
問　大分地方法務局（☎532-3368）

第27回豊の国ねんりんピック
親善交流登山会
▪日時：9月11日㈰　午前10時出発
　（受付は午前9時30分～）
　※当日受付（雨天決行）
▪集合場所：霊山寺駐車場（岡川）　
▪内容：霊山登山
▪対象：60歳以上の健康な人
▪持参品：弁当、水筒、雨具、タオル、手

袋など
問　県社会福祉協議会（☎553-1150）

ハッピーファミリー応援教室
①プレママ・プレパパスクール
▪時間：午後1時～4時
▪内容：新生児の育児講座、妊婦体験、

沐
もくよく

浴実習など
▪対象：初妊婦とその夫
▪定員：12組（先着順）
▪持参品：母子健康手帳
②親子スキンシップ教室
▪時間：午後1時30分～4時
▪内容：ベビーマッサージなど
▪対象：生後3～5カ月児とその父母
▪定員：17組（先着順）
▪持参品：母子健康手帳、バスタオル、

おむつシート
▪月日：9月17日㈯
▪場所：鶴崎市民行政センター
※両教室参加者の交流会あり。
▪申込み：電話で、9月2日㈮から県助

産師会（☎534-0753）へ。

県下一斉司法書士法律相談
▪日時：9月25日㈰　午前10時～午後

3時
▪場所：コンパルホール　400会議室
▪相談員：県司法書士会会員
▪相談内容：相続・会社設立等の登記、

供託、訴訟など
問　県司法書士会（☎532-7579）

無料

無料

無料

無料

ワイヤークラフト「曲線美の世界
－身近な植物をモチーフに」
▪日時：10月22日㈯　午後1時30分～

3時30分
▪講師：沖 美紀氏（ワイヤークラフト作家）
▪定員：15人（多数時は抽せん）
▪参加料：1,500円（材料費）
▪持参品：ラジオペンチ、ニッパーなど
▪申込み・場所・問　往復はがきに、参

加者全員（2人まで）の氏名・ふりがな、
代表者の住所、電話番号を記入し、9
月20日㈫〈消印有効〉までに市美術館

「ワイヤークラフト」係（〒870-0835　
大字上野865　☎554-5800）へ。

危険物取扱者試験
▪日時：11月20日㈰　午前10時～（乙

種4類のみ午後2時～）
▪場所：大分大学（大字旦野原）
▪受験手数料：甲種…5,000円、乙種…

3,400円、丙種…2,700円
▪申込み：（一財）消防試験研究センタ

ー大分県支部、消防局予防課、各消防
署に備え付けの願書に記入し、9月
21日㈬～10月5日㈬〈消印有効〉に
同センターへ。　※9月18日㈰～10
月2日㈰に同センターのホームペー
ジから電子申請も可。
問　消防局予防課（☎532-3199）

消防設備士法定（義務）講習会
▪月日と種類：⃝10月12日㈬…消火設

備（1類・2類・3類）　⃝10月13日㈭
…警報設備（4類・7類）　⃝10月14
日㈮…避難設備・消火器（5類・6類）
▪場所：県教育会館（下郡）
▪対象：⃝26年度に消防設備士の免状

を取得した人（2年目講習）　⃝23年
度に消防設備士法定講習を受けた人

（5年目講習）　⃝法定期限内に消防
設備士法定講習を受けていない人
▪申込み・問　（一財）県消防設備安全

協会、消防局予防課、各消防署に備え
付けの受講申請書に必要事項を記入
し、講習手数料（7,000円の県収入証
紙を貼付）を添えて、9月5日㈪～30
㈮〈必着〉に同協会（☎537-3125）へ。

試 験

街のホット情報

【7月末日現在】

大分市の面積と人口
面　積 502.39㎢ 人　口 479,123人 （住民基本台帳人口）

男 230,140人 女 248,983人 世帯数 216,176世帯
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魚料理教室
～カツオを使った料理～
▪日時：9月18日㈰　午前9時30分～午

後1時
▪対象：個人、団体、グループ
▪定員：16人（多数時は抽せん）
▪参加料：1人1,000円（材料費）
▪申込み・場所・問　往復はがき（1組1

枚）に、住所、氏名、電話番号（団体・グ
ループは代表者の住所、氏名、電話番
号、団体・グループ名、参加人数）を記
入し、9月12日㈪〈必着〉までに公設地
方卸売市場管理事務所（〒870-0018　
豊海三丁目2-1　☎533-3113）へ。

産業活性化プラザセミナー
▪テーマ：世界で活躍するリーダー企業－グ

ローバル・ニッチトップ企業の経営戦略
▪日時：10月5日・12日・19日・26日、11月2日
　（水曜日・全5回）　午後6時30分～8時
▪講師：立命館アジア太平洋大学　国

際経営学部教授ほか
▪定員：45人（先着順）
▪受講料：500円（全5回分）　※交流会

参加者は各回別途300円
▪申込み・場所・問　産業活性化プラザ

に備え付けの申込書（市ホームペー
ジでダウンロードも可）に必要事項
を記入し、9月1日㈭～10月3日㈪に
同プラザ（ホルトホール大分2階　☎
576-8879）へ。

男女共生セミナー
「男女で学ぶ介護セミナー」
▪日時：10月6日㈭　午前10時～正午
▪場所：コンパルホール4階　集会室
▪講師：鶴田 登志子氏（介護福祉士）
▪対象：市内・由布市居住または在勤の人
▪定員：20人（先着順）
▪申込み・問　電話または男女共同参

画センターに備え付けの申込書（市
ホームページでダウンロードも可）
に必要事項を記入し、9月1日㈭～
30日㈮に同センター（☎574-5577）
へ。

無料

震災とこどものキモチを
考えるフォーラム
▪日時：10月6日㈭　午後2時～4時30

分
▪場所：保健所6階　大会議室
▪内容：講演「東日本大震災と、にじい

ろクレヨンの活動」、フロアトークな
ど
▪講師：柴田 滋紀氏（NPO法人にじい

ろクレヨン代表）
▪対象：市内の市民活動団体など
▪定員：100人（先着順）
▪申込み・問　ライフパルに備え付けの

申込用紙（市ホームページでダウン
ロードも可）に必要事項を記入し、
9月1日㈭ ～30日㈮に同館（☎573-
3770）へ。

情報学習センターの各種教室
①Windows(ウィンドウズ)入門
▪日時：10月16日・23日（日曜日・全2回）　

午前10時～正午
▪内容：文字の大きさや壁紙の変更など
▪対象：パソコンの基本操作ができる

人
②はじめてのインターネット
▪日時：10月23日・30日（日曜日・全2

回）　午後2時～4時
▪対象：パソコンを扱ったことが無い人
▪定員：各30人（多数時は抽せん）
▪受講料：各600円
▪申込み・場所・問　はがきまたはファ

クス、Eメールに住所、氏名、電話番
号、教室名を記入し、9月23日㈮〈必
着〉までに情報学習センター（〒870-
0851　 大 石町 一 丁目3組　 ☎545-
8616　 545-5065　 omc01@oct-
net.ne.jp）へ。

第10回ふれあい歴史体験講座
「籐

とうしん

かご編み」
▪日時：9月17日㈯　午前9時30分～、午

後2時～
▪対象：小学5年生以上（小学生は保護

者同伴）
▪定員：各50人（先着順）
▪参加料：430円（材料費）
▪申込み・場所・問　電話で、9月3日

㈯から歴史資料館（☎549-0880）
へ。

無料

講座・教室・講習会

出張労働相談
　労働者・使用者を問わず、労働に関す
るさまざまな相談を、県および市の行
政職員が受け付けます。
▪日時：9月10日㈯　午前11時～午後

2時
▪場所：トキハわさだタウン　フェス

ティバルタウン1階
問　商工労政課（☎537-5964）

平和市民公園能楽堂「観月祭」
▪日時：9月16日㈮　午後6時30分～

9時30分（ 特 別 茶 席 は 午 後8時 ま
で）

▪内容：音楽の生演奏、屋台販売、抽せ
ん会など（特別茶席は350円）

▪場所・問　平和市民公園能楽堂（☎
551-5511）

敬老の日無料イベント
▪月日：9月19日㈪
▪内容・時間：インボディ体験…午前9

時～午後4時、運動教室…午後1時～
3時30分
▪対象：65歳以上
▪定員：各40人（先着順）
▪申込み・場所・問　直接または電話

で、9月1日㈭からホルトホール大分1
階　トレーニングルーム窓口（☎576-
8883）へ。

アートプラザ開催イベント
◎「まち×アートフェスタvol.3」
▪日時：9月24日㈯・25日㈰　午前10時

～午後4時
▪内容：県内で活動するアーティスト、

ものづくり作家による作品展示・販
売および、アートプラザ近隣の協賛
店舗での割引キャンペーン
◎ワークショップ：紙のフォトインテ
リアをつくろう
▪日時：9月24日㈯･25日㈰　午前10時

～正午
▪対象：3歳以上(小学3年生以下は保護

者同伴)
▪参加料：500円
▪定員：15人（多数時は抽せん）
▪申込み・場所・問　電話で、9月15日

㈭午後6時までにアートプラザ(☎
538-5000)へ。

催 し
無料

無料

暮らしの情報
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市美チ 市美術館チャイルドハウス
市美ハ 市美術館ハイビジョンホール
いこい 大分いこいの道
エコエコライフプラザ
稙田セ 稙田市民行政センター1階ロビー
鶴崎セ 鶴崎市民行政センター1階ロビー
市場公設地方卸売市場
乙津川 乙津川水辺の楽校
ホルト  ホルトホール大分 大ホール

コンパル コンパルホール400会議室
佐賀セ  佐賀関市民センター1階会議室
坂ノセ  坂ノ市市民センター2階　

健康増進エリア
漁協佐  県漁協佐賀関支店周辺
ライフ ライフパル
大銀大分銀行ドーム
市美術 市美術館

●無無料イベント
●Ｓスポーツイベント
●今号掲載ページ
●星関崎海星館
　☎574-0100
　観覧料
　大人　420円
　高校生210円
　中学生以下無料

▪場所
今
月
の
納
税

市税の納付は便利で確実な口座振替（自動払込）
をご利用ください。 問納税課　☎537-5611

9
納期限

㈮30
固定資産税

第３期
国民健康保険税

第４期

月mon. 火tue. 水wed. 木thu. 金fri. 土sat. 日sun.

8/29 30 31 9/1 2 3 4
●無  ちびっこ 

工作ルーム 
てとてとて 

「光の箱」 
午後1時30分～ 
3時30分 市美チ  
☎554-5800

●無  美術館で音楽会 
「るるとりぷれっと♪」 

午前11時～11時45分 
「西真地咲筝曲教室」 

午後2時30分～3時15分 
市美ハ ☎554-5800

● おおいたマルシェ 
軽トラ朝市（～４日） 
午前9時～午後1時 いこい  
☎537-7025

● フリーマーケット 
午前10時～午後1時 

（雨天中止）エコ
●無  再生家具と再生自転

車の無料抽せん会 
午後0時30分～エコ  
☎588-1410

5 6 7 8 9 10 11
●無  健康相談会 

午前9時30分～ 
11時30分 
稙田セ ☎541-1496 
鶴崎セ ☎527-2143

●星  上弦の月を 
楽しもう 
午後7時～10時

● 公設地方卸売市場 
「市民感謝デー」 

午前9時～正午市場  
☎533-3113

●無  水辺の楽校（がっこう） 
午前9時～午後2時 乙津川  
☎537-5632

●14  出張労働相談
●無  「家庭の日」心育て講演会 

午前10時～11時30分 
（午前9時30分開場） 
ホルト ☎537-5648

●星  中秋の名月講座 
午後1時～2時

●無  美術館で音楽会 
「Kaikou flute ensemble」 

午前11時～11時45分 
「アルマ・デ・ギターラ」 

午後2時30分～3時15分 
市美ハ ☎554-5800

●無  DV防止啓発講演会 
午後1時30分～4時20分 
コンパル ☎537-5666

12 13 14 15 16 17 18
●無  健康相談会 

午前9時30分～ 
11時30分 
佐賀セ ☎575-2077

●無  健康相談会 
午後1時30分～3時 
坂ノセ ☎574-7891

●14  平和市民公園
能楽堂 

「観月祭」
●星  月にまつわる

etc 
午後6時30分～
7時30分

● さがのせき朝市 
午前8時30分～9時30分 漁協佐  
☎575-1000

●無  美術館で音楽会 
「春日ハーモニカクラブ」 

午前11時～11時45分 
「blue sax」 

午後2時30分～3時15分 
市美ハ ☎554-5800

●無  切り絵教室 
午後1時～3時 ライフ  
☎573-3770

●星  満月を楽しもう 
午後7時～10時

19 20 21 22 23 24 25
敬老の日
●14  敬老の日 

無料イベント
●11  親子ふれあい 

消防パーク
●Ｓ  市民観戦DAY 

大分トリニータ　
対セレッソ大阪 
U-23 
大銀午後6時～

秋分の日 ●14  まち×アートフェスタ
vol.3 

（～25日）

●15  県下一斉司法書士 
法律相談●11  第38回おおいた 

交通安全フェア
●11  第17回親子ふれあい 

動物フェスタ

27 28 29 30 10/1 2
● 第3期コレクション展 
「生誕110年　佐藤敬展 
―新制作派協会出品作を
中心に―」 
～29年1月9日㈪ 市美術  
☎554-5800 
一般300円、高校生・大学生
200円、中学生以下無料

26

「健康増進普及月間」です　
「1に運動　2に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ」健康寿命をのばしましょう！
� 問保健所健康課　☎536-2562
「障害者雇用支援月間」です
障がい者の雇用促進に向け、市民・事業主の皆さんのご理解とご協力をお願い
します。� 問商工労政課　☎537-5964
9月10日㈯は「下水道の日」です
「下水道　水がいからの　守り神」　下水道は、見えないところでわたしたちの
生活を支えています。� 問下水道営業課　☎537-5641

9月9日㈮は「救急の日」です
救急業務に対する正しい理解と認識を深めましょう。
問消防局警防課　☎532-2199
9月10日㈯～16日㈮は「自殺予防週間」です
自殺について誤解や偏見をなくし、正しい知識を持ちましょう。
問保健所保健予防課　☎536-2852

9月1日㈭～10日㈯は「屋外広告物適正化旬間」です
9月3日㈯に路上違反広告物除去推進委員が市内一斉除去を行います。
問景観推進室　☎537-5968

9月21日㈬は
「世界アルツハイマーデー」です
認知症を正しく理解し、本人や家族を地域全体で支えましょう。
問長寿福祉課　☎537-5771

9月24日㈯～30日㈮は「結核予防週間」です
結核は過去の病気ではありません。正しい知識を持って
予防しましょう。
問保健所保健予防課　☎536-2851

佐藤  敬  『暁』 （1940年）
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